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はじめに  

このページでは、Orbital RBACロールのXDRマッピングが2026年5月13日にライブになった際に
、既存のOrbitalおよびXDRユーザ/ロールに対して行われる変更について説明します。

変更前のオービタル・ユーザー・アクセスと機能  

この更新の前は、Orbitalの機能は、XDRロールとは無関係に、ユーザの管理者ステータスによっ
て排他的に決定されていました。Orbital UIへのアクセスは、既存の管理者がユーザーのアクセス
レベルを「Users」テーブル内で「Write」に設定する必要がある場合に手動で許可されました。





変更後のオービタルなユーザアクセスと機能  

5月13日以降、Orbitalユーザの機能は、XDRロールに応じて、次の表のように変更されます。

また、すべてのXDRユーザは、ロールに関係なく、Orbital UIにアクセスできることに注意するこ
とも重要です。





翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


